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第■二部 紀要
Ｉ業績
１健康科学部門
吉川弘明
学内委員会など
・金沢大学産業医
・金沢大学学生生活部会委員
・金沢大学安全衛生作業部会委員
・金沢大学安全衛生委員会委員
・金沢大学教務・学生委員会委員
.金沢大学共通教育委員会委員
・金沢大学学生支援ＧＰ「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵を
もった学生の育成-」推進責任者・学生支援GPプロジェクトメンバー
学内での教育的活動
・共通教育科目大学社会生活論「健康論」（前期、角間）１コマ担当。
・医学部神経内科系統講義「神経筋接合部疾患および筋疾患」（後期、宝町）１コマ担当。
・自然科学研究科（前期課程）医療薬学専攻「臨床薬物治療額」６/６コマ担当
学内での診療活動
・附属病院神経内科外来担当（水曜日午前）
・附属病院セカンド・オピニオン外来担当（重症筋無力症）
学内講演
・2007.11.13北陸地区国立大学法人等人事労務研修「職員の健康管理」
・2008.1.31第174回共同学習会発表者(コミュニケーション･プレイスについて－学生支援GPシリー
ズ第一回一）
・2008.2.4金沢大学学生支援ＧＰフォーラム講演３「心と体の育成による成長支援プログラムー
社会に幸せをもたらす生活の知恵をもった学生の育成-」
学会発表
・吉川弘明、足立由美、本崎裕子、古川裕、枝廣茂樹、丸田高広、岩佐和夫、山田正仁、村井弘之：重
症筋無力症の疫学的調査一治療の現状を中心に－．第４８回日本神経学会総会於名古屋国際会議場
2007,5.16～18.
・吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
伍：金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一．第４５
回全国大学保健管理研究集会於別府ビーコンプラザ2007.10.11～12.
・丸田高広、吉川弘明、深澤秀一、稲岡義浩、梅下翔、古川裕、本崎裕子、枝廣茂樹、岩佐和夫、山
田正仁：重症筋無力症における新規バイオマーカー：抗骨格筋ジヒドロピリジン受容体抗体の検出、第
１９回日本神経免疫学会、金沢、2007.4.12-13
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・丸田高広、吉川弘明、岩佐和夫、山田正仁他：重症筋無力症重症筋無力症の抗リアノジン受容体抗体
におけるIgGsubclass解析、第48回日本神経学会総会、三重、2007.5.16-18
・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古
川何金沢大学における感染症対策(3)－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一．
第45回全国大学保健管理研究集会、大分、2007.10.10-11
学会における貢献
・日本内科学会認定医
・日本神経学会専門医
・全国大学保健管理協会評議員
・日本神経免疫学会評議員
・日本神経治療学会評議員
・米国神経学会会員
・日本産業衛生学会会員
・日本臨床薬理学会会員
・日本免疫学会会員
・日本ワクチン学会会員
学会論文査読
２００７（平成19）年度英文国際紙２編
研究助成等
・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費基盤研究（c）「重症筋無力症自己抗体のスペクトラムに関
する研究」主任研究者（平成１９年-22年）
・厚生労働省・難治』性疾患対策研究事業「免疫性神経疾患に関する研究」班・分担研究者
・文部科学省新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）選定（平成19年-22
年）「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵をもった学生の育
成-」
・平成19年度受諾研究「香りの健康心理学的効果と個人要因に関する研究」（花王株式会社との共同研究）
分担研究者
論文。報告書等
（報告書）
・吉川弘明、古)|｜裕、木崎裕子、枝廣茂樹、丸田高広、岩佐和夫、山田正仁：重症筋無力症に対するタ
クロリムスの薬理学的作用一サイトカインネットワークの視点から-.厚生省特定疾患対策研究事業・免
疫性神経疾患に関する調査研究・平成１８年度研究報告書．ppl34-136,2007
・吉川弘明、丸田高広、深澤秀一、稲岡義浩、梅下翔、古川裕、本崎裕子、枝廣茂樹、岩佐和夫、山
田正仁：重症筋無力症における新規バイオマーカーの同定：抗骨格筋ジヒドロピリジン受容体抗体の意
義について.厚生省特定疾患対策研究事業･免疫性神経疾患に関する調査研究･平成18年度研究報告書．
ppl46-147,2007
・文部科学省平成１９年度新たなニーズに対応した学生支援プログラム事例集73-78.
・吉川弘明：新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援ＧＰ）の紹介．COM､CLUB広報．
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ＶｏＬ３１Ｎｏ.’，pp8-ll，２００８
(論文）
・TakamoriM，MotomuraM，FukudomeT，YoshikawaH．AutoantibodiesagainstM1muscari、ic
acetylcholinereceptorinmyasthenicsyndromeEurJNeuroL2007Nov;14(11):1230-5
･NakataMKuwabaraS,KawaguchiN,TakahashiH,MisawaS,KanaiK,TamuraN,SawaiS,Motomura
M,ShiraishiH,TakamoriMMarutaT,YoshikawaH,HattoriT・Isexcitation-contractioncoupling
impairedinmyastheniagravis？ClinNeurophysioL2007May;118(5):1144-8
・吉川弘明金沢大学の感染症対策一学生支援の視点より-．大学と学生４８：46-51,2007
・吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
伍：金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一．CAlTUS
HEALTH，４５(2)，251-256,2008.3
・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
伍：金沢大学における感染症対策（３）－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一．
CAMPUSHEALTH，４５(2)，257-262,2008.3．
（教科書執筆）
・吉川弘明全身型重症筋無力症に術前ステロイド治療を行うポイントは．岡本幸市、棚橋紀夫、水澤英
洋（編）ＥＢＭ神経疾患の治療2007-2008中外医学社，ｐp441-444,2007
・吉川弘明重症筋無力症．金澤一郎、河原仁志（編）誰にでもわかる神経筋疾患119番日本プラン
ニングセンター，ppl94-204,2007
・吉川弘明、山田正仁重症筋無力症．奈良信雄（編）疾患からまとめた病態生理FIRSTＡＩＤメディカ
ル・サイエンス・インターナショナル，ｐp530-532,2007
・吉川弘明、山田正仁周期'性四肢麻痩．奈良信雄（編）疾患からまとめた病態生理FIRSTＡＩＤメディ
カル・サイエンス・インターナショナル，ｐp536-538,2007
・吉川弘明健康論金沢大学「大学・社会生活論」テキスト編集会議（編）知的キャンパスライフの
すすめ－スタディ・スキルズから自己開発へ－学術図書出版社．pplO5-112,200
学外講演
・８月２７日－３１日金沢大学公開講座「心と体の健康」講師１/４コマ担当
・４月１３日第１回神奈川ＭＧフォーラム横浜「重症筋無力症の最近の治験と新しい治療への展開」
・７月９日第１４回予防接種に関する検討会厚生労働省東京「金沢大学における感染症対策」
・７月２６日麻しん対策連絡会（石川中央保健所主催）金沢「金沢大学における感染症対策」
・１０月２７日第７回青森MG研究会青森「重症筋無力症の病態と治療」
・１１月２６日信州大学衛生管理者・安全管理者研修会松本「金沢大学における感染症対策」
・１２月１６日HeadacheClinicalSeminarProgram東京「頭痛診療向上のために」
・３月２８日HeadacheClinicalSeminar金沢「慢性頭痛について」
学外における社会貢献活動
・厚生労働省・難治,Ｉ生疾患対策研究事業「免疫性神経疾患に関する研究」班・分担研究者
・日本多発性硬化症協会医学顧問
・MayoNeuroscienceForum幹事
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特許
出願日：2007.10.10
出願番号：特願2007-264623
出願者：金沢大学
発明者：丸田高広、吉川弘明
発明の名称：ジヒドロピリジン受容体抗体レベルに基づく胸腺腫合併重症筋無力症の診断方法
鈴木健一
学内委員会など
・学生相談専門委員会委員
・学生サポートガイドブック編集委員長
・きいつけまつし編集委員会委員
・ハラスメント相談員（助言者）
・ビア・サポート・ルーム専門スーパーバイザー
.なんでも相談室相談員
・入学試験委員会委員
学内での教育的活動
.「カウンセリングの初歩」（共通教育後期）１５コマ/１５を担当。
.「臨床心理学特論２」（教育学研究科前期）１５コマ/１５を担当。
.「大学社会生活論」（共通教育前期）３クラス１コマ/１５ずつ担当
・ランチョンセミナー（4/26）
・保健学科ティーアワー出席（12/11）
学内講演
・６/８平成１９年度北陸地区国立大学法人等初任者研修講師
・６/２１ハラスメント研修会講師
・８/３平成１９年度第１回学生支援（相談）研修会講師
・９/２５平成１９年度第２回学生相談研修会：なんでも相談員研修会講師
・第161回共同学習会発表者（10/18）（FD義務化と学生支援・学生相談）
学会発表
・日本心理臨床学会シンポジウム「外国で学んだ日本人心理臨床家から」一セラピーカを高めるために
－司会於東京国際フォーラム2007.9.27-30
・日本心理臨床学会自主シンポジウム「留学生として日本で心理臨床を学ぶ」話題提供者於東京国
際フォーラム2007.9.27-30
・足立由美、鈴木健一、青野透「学生生活調査から見たカウンセリング活動一金沢大学保健管理センター
の実績と今後の方向性一」日本学生相談学会第２５回大会於山梨英和大学2007.5.19～21.
・吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
但「金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一」第４５
回全国大学保健管理研究集会於別府ピーコンプラザ2007.10.11～12.
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・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健＝、岩田恭宜、内山勝晴、古)|｜
佃「金沢大学における感染症対策（３）－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一」第
４５回全国大学保健管理研究集会於別府ピーコンプラザ2007.10.11～12．
学会における貢献
・日本心理臨床学会国際交流委員会委員
・日本学生相談学会第26回大会準備委員会準備委員長
・日本学生相談学会理事国際交流委員会委員
・日本精神分析学会会員
・WilliamAlansonWhitelnstituteforPsychoanalysisandPsychotherapyCorrespondingMember
・平成１９年度東海北陸地区メンタルヘルス研究協議会実行委員会委員
・石川県臨床心理士会幹事スクールカウンセラー担当
論文・報告書等
（報告書）
・鶴田和美・鈴木健一学生相談の事例研究の進め方第４５回全国学生相談研修会報告書ｐ､44-45（平
成20年３月発行）
（論文）
・吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
ODL：金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一．CAlVPUS
HEALTH，４５(2)，251-256,2008.3
・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
佃：金沢大学における感染症対策（３）－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一．
CAMPUSHEALTH，４５(2)，257-262,2008.3．
学外講演
・４/３「子どもたちの心のケア研修会」（輪島市及び穴水町の小・中学校教員対象）講師
・６/１９石川県教育委員会中学校教育相談推進会議講師
・８/７石川県教育委員会いじめ対応実践講座（宝達志水町）講師
・８/27-31金沢大学公開講座「心と身体の健康」講師（第４回「無意識を旅する｣）ｌ/４コマ担当
・１１/19-11/２１第45回全国学生相談研修会講師
・３/７石川工業高等専門学校教職員対象講演会講師
学外における社会貢献活動
.能登半島地震支援臨時スクールカウンセラー
・平成１９年度石川県スクールカウンセラー
・平成１９年度金沢市巡回専門相談員
足立由美
学内委員会など
・金沢大学学生相談専門委員会委員
・金沢大学障害学生支援委員会委員
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・金沢大学学生支援ＧＰ「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵を
もった学生の育成一」推進副責任者・学生支援GPプロジェクトメンバー
・ビア・サポート・ルーム専門スーパーバイザー
.なんでも相談室相談員
学内での教育的活動
・教育学研究科選択科目「教育心理学特論」（後期、角間）１５/１５コマ担当。
・2007.7.17３寮執行部との懇談会出席（泉学寮）
・2007.12.4保健学科テイーアワー出席
・2008.2.7３寮執行部との懇談会出席（白梅寮）
学内講演
・2007.4.10平成１９年度第１回学生相談研修会：なんでも相談員研修会講師
・2008214サークルリーダー研修会講師（学生支援ＧＰについて）
・２００８３．１９平成１９年度第２回学生支援（相談）研修会講師
・2008.1.31第174回共同学習会発表者(コミュニケーション･プレイスについて一学生支援GPシリー
ズ第一回一）
学会発表
・吉川弘明、足立由美、本崎裕子、古川裕、枝廣茂樹、丸田高広、岩佐和夫、山田正仁、村井弘之「重
症筋無力症の疫学的調査一治療の現状を中心に－」第４８回日本神経学会総会於名古屋国際会議場
2007.5.16～１８．
・足立由美、鈴木健一、青野透「学生生活調査から見たカウンセリング活動一金沢大学保健管理センター
の実績と今後の方向`Ｉ生一」日本学生相談学会第２５回大会於山梨英和大学2007.5.19～21．
吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
仰「金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一」第４５
回全国大学保健管理研究集会於別府ピーコンプラザ2007.10.11～12．
足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川
似「金沢大学における感染症対策（３）－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一」第
４５回全国大学保健管理研究集会於別府ピーコンプラザ2007.10.11～12．
学会における貢献
・日本学生相談学会第２６回大会準備委員会事務局長
・日本心理臨床学会会員
・日本健康心理学会会員
・日本教育心理学会会員
・日本公衆衛生学会会員
研究助成等
・平成１９年度共同研究「香りの健康心理学的効果と個人要因に関する研究」（花王株式会社との共同研究）
主任研究者
・文部科学省・日本学術振興会科学研究費基盤研究（c）「大学評価指標における「学生支援」の位置づ
けに関する実証的研究（研究代表者青野透)」（平成18-19年度）平成１９年度研究分担者
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論文・報告書等
（報告書）
・文部科学省平成１９年度新たなニーズに対応した学生支援プログラム事例集73-78.
.「新たなニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援ＧＰ)」教職員必携学生サポートガイドブッ
ク2008106-107.
.「障害とは何か」教職員必携障害のある学生へのサポートブック2008年度版2-9．
（論文）
・足立由美・安住伸子「学生相談室を利用するきっかけについて－利用者データベースと学生生活実態調
査からの分析一」学生相談研究ＶＯＬ２８，No.２ｐｐ、113-1212007.1l
足立由美・井上健「女子大学生の食行動と心身自覚症状の関連一ＵＰＩと食行動調査を用いての検討一」
全国大学保健管理協会CAMPUSHEALTHVoL45No､２ｐｐ、141-1462008.3
・吉川弘明、足立由美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古)|’
ODL「金沢大学における感染症対策（２）－新入生に対する健康調査結果と抗体検査結果の分析一」全国大
学保健管理協会CAMPUSHEALTHVoL45No,２ｐｐ、251-2562008.3
・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、鈴木健一、岩田恭宜、内山勝晴、古)ll
O9L「金沢大学における感染症対策（３）－在校生に対する抗体検査実施と抗体の有無の出生年分析一」全
国大学保健管理協会ＣＡＷＵＳＨＥＡＬＴＨＶｏＬ４５Ｎｏ､２ｐｐ２５７-2622008.3
学外講演
・８月２７日－３１日金沢大学公開講座「心と体の健康」講師（パーソナリティと健康）１/４コマ担当
学外における社会貢献活動
・2007.8.30「能登半島地震における神経難病患者の身体・社会的被害と心身の障害に関する調査」研究
ミーティング参加（七尾市保健所）
岩田恭宜
学内委員会など
・金沢大学産業医
・金沢大学安全衛生委員会委員
学内での教育的活動
・共通教育科目大学社会生活論「健康論」(前期、角間）１コマ担当。
・医学部腎臓内科系統講義「腎と高血圧」（後期、宝町）１コマ担当。
学内での診療活動
・附属病院腎臓内科外来担当（水曜日午前）
学会発表
・Yasunorilwata，TakashiWada，KengoFuruichi，NorihikoSakai，IkuroMaruyama，KoujiMatsushima，
andShuichiKaneko：DendriticcellscontributestoautoimmunekidneyinjuryinMRL-的sZprmice・
AInericanSocietyofNephrology2007SanFrancisco，ＵＳＡ2007.11.2
・岩田恭宜、和田隆志、古市賢吾、坂井宣彦、丸山征朗、松島綱治、金子周一：自己免疫性
腎障害における樹状細胞の関与．第51回日本リウマチ学会総会、横浜、2007.4.26-29
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・岩田恭宜、和田隆志、古市賢吾、坂井宣彦、丸山征朗、松島綱治、金子周一：自己免疫性
腎障害における樹状細胞の関与．第35回日本臨床免疫学会総会、大阪、2007.10.19-20
学会における貢献
・日本内科学会認定医、専門医
・日本腎臓学会専門医
・日本リウマチ学会専門医
・日本産業衛生学会会員
・日本透析医学会会員
・日本アフェレーシス学会会員
学会論文査読
２００７（平成19）年度英文国際紙３編
研究助成等
・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費若手研究（B）「自己免疫性腎疾患における樹状細胞と細胞
内シグナル伝達の関与」主任研究者（平成１９年-20年）
論文・報告書等
（論文）
・ＩｗａｔａＹ,ＷａｄａＴ,YokoyamaH,ToyamaT，KitajimaS，OkumuraT，ＨａｒａＡ，YamahanaJ,NakayaLKobayashi
MKitagawaK，KokuboS，YoshimotoK，ShimizuK，ＳａｋａｉＮ，FuruichiK，KoshinoY，TakedaS，Takasawa
K，ＯｈｔａＳ，TakaedaM，TakaedaC，KanekoS：Effectofsevelamerhydrochlorideｏｎｍａｒｋｅｒｓｏｆｂｏｎｅ
ｔｕｒｎｏｖｅｒｉｎＪapanesedialysispatientswithlowbiointactPTHlevelslnternMed46,447-452,
2007
内山勝晴
学内委員会など
・金沢大学産業医
・金沢大学安全衛生委員会委員
学内での教育的活動
・共通教育科目大学社会生活論「健康論」（前期、角間）１コマ担当。
・医学部循環器内科系統講義「心臓弁膜症」（前期、宝町）1コマ担当。
学内での診療活動
・附属病院循環器内科外来担当（火曜日午前）
学内講演
・2007.6.8ランチョンセミナー「AED講習会」
・2007.6.13～２９熱中症対策および心肺蘇生/AED講習会
学会発表
・内山勝晴、井野秀一、藤野陽、林研至、坂田憲治、舛田英一、坪川俊成、坂元裕一郎、舟田晃、山
岸正和：ImpactofLeftVentricularSystolicDysfunctiononQTDispersionandAssociatedFetal
ArrhythmiainHypertrophicCardiomyopathy・第７２回日本循環器学会総会・学術集会於福岡国際会議場
5８
他2008.3.28～3０
・申寿東、内山勝晴、井野秀一、藤野陽、林研至、坂田憲治、舛田英一、川尻剛照、高田睦子、坂元
裕一郎、坪川俊成、舟田晃、土田真之、多田隼人、森三佳、高村雅之、岡島正樹、山岸正和、八木邦公：
急性期に心破裂を来した後壁心筋梗塞の一剖検例．第１１４回日本循環器学会北陸地方会於金沢医科大学
2007.7.1
学会における貢献
・日本内科学会員
・日本循環器学会員学会
・日本心臓病学会員
・日本心血管インターペンション学会員
・日本不整脈学会員
学会論文査読
２００７（平成19）年度Circulationjournal誌１編
学外講演
2007（平成19）年度
・３月７日～８日ＫＣＣＬｉvedemonstrationLocalFaculty＆LiveColnmentator
２スポーツ教育部門
北浦孝
学内委員会など
・共通教育「身体・スポーツ系」代表幹事
・共通教育テーマ別・一般科目委員会委員
学内での教育的活動
.「体力リフレッシュ・導入科目」（前期）２コマ１５回/１５週を担当
。「テニス・実技」（前期）１コマ１５回/１５週を担当
.「ソフトボール・実技」（前期）１コマ１５回/１５週を担当
。「サッカー・実技」（前期）２コマ１５回/１５週を担当
.「バスケットボール・実技」（後期）２コマ１５回/１５週を担当
.「Jog&Circuitトレーニング・実技」（後期）１コマ１５回/１５週を担当
.「パワートレーニング・演習」（後期）１コマ１５回/１５週を担当
.「自然研学大学院薬学研究科運動生理学」後期１コマ１５回/１５週を担当
・アメリカンフットボール部顧問
・チア・リーダー部顧問
・アスレチックトレーナー部顧問
学会発表
・５４rdAIIIericanCollegeofSportsMedicine「DistincteffectsofofClenbuterol oｎＮｕｍｂｏｆｒａｔ
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soleusandEDLmusclesJTakashiKitaura、NewOrleans（Louisiana）Ｍａｙ３０，２００７（2007
年５月３０日）
・第６２回日本体力医学会：「高気圧・高酸素環境による糖尿病ラットのヒラメ筋の変化｣、上田晃一，石
原昭彦，金丸雄志，松本亜希子，北浦孝．秋田経済法科大学（秋田）（2007年９月１５日）
・第６２回日本体力医学会：「クレンブテロール投与によるラット心筋への影響｣、金丸雄志,上田晃一，
北浦孝．秋田経済法科大学（秋田）（2007年９月１６日）
学会における貢献
・アメリカスポーツ医学会特別会員（Fellow）
・日本体力医学会評議員
・日本生理学会会員
・日本生物物理学会会員
・日本薬理学会会員
・日本生化学会会員
・日本電気泳動学会会員
学会論文査読
２００７（平成19）年度日本生理学会会誌１編
研究助成等
平成17-18年度科学研究費補助金（基盤研究（C））
.「ドーピング規制薬物を利用したトレーニング適応の分子機構の解析」
論文・報告書等
（報告書）
・ドーピング規制薬物を利用したトレーニング適応の分子機構の解析北浦孝（金沢大学保健管理セン
ター）平成17-18年度科学研究費補助金（基盤研究（C)）研究報告書pl-67（平成１９年３月発
行）
（論文）
・KitauraT・DistincteffectsofClenbuterolonＮｕｍｂｏｆｒａｔｓｏｌｅｕｓａｎｄＥＤＬｍｕｓｃｌｅｓ・ＭｅｄＳｃｉ・
SportsExerc．（2007）３９(5)；Ｓ224,
・上田晃一，石原昭彦，金丸雄志，松本亜希子，北浦孝．高気圧・高酸素環境による糖尿病ラットのヒ
ラメ筋の変化．体力科学（2007）５６(6);617
・金丸雄志,上田晃一,北浦孝．クレンブテロール投与によるラット心筋への影響．体力科学（2007）
５６(6);875
・KitauraT・EffectsofclenbuterolonNotchlofmaleratskeletalmuscles・ＭｅｄＳｃｉ・SportsExerc．
（2006)38(5)；Ｓ546
・ＵｅｄａＫ，KanemaruY，KitauraT・EffectsofclenbuterolonNotchsignalingofratskeletalmuscles、
体力科学（2006）５５(6);908
学外における公的活動
・北陸アメリカンフットボール協会副理事長
・石川県アメリカンフットボール協会副理事長
6０
村山孝之
学会発表
・第１７回運動学習研究会「"あがり”の発現機序の質的研究」於慶應義塾大学2007.6.16.
・日本体育学会第５８回大会「時間切迫が運動スキルの遂行に及ぼす影響」於神戸大学2007.9.6.
・石村宇佐一、衛藤晃平、村山孝之「中学校体育授業におけるメンタルトレーニングプログラムの検討」
日本体育学会第５８回大会於神戸大学2007.9.6.
.Asia-PacificConferenceonExerciseandSportsScience「QualitativeResearchontheMechanism
ofChokingUnderPressure」inHiroshimaUniversity，2007.12.8．
学会における貢献
第３回アジア・太平洋スポーツ科学会議実行委員会委員
（Asia-PacificConferenceonExerciseandSportsSciences,2007）
論文・報告書等
（論文）
・村山孝之、古章子、石村宇佐一（2007）ライフル射撃選手への心理的スキルトレーニングー心理的変容
の質的分析一．広島体育学研究，３３：11-17.
･村山孝之、田中美吏、菅井若菜、関矢寛史（2007）時間切迫が運動スキルの遂行に及ぼす影響．体育学研
究，５２：443-451．
(研究報告書）
･村山孝之(2007)`あがり，の発現機序の質的研究.運動学習研究会編第１７回運動学習研究会報告集,ppl-7．
･村山孝之（2008）‘あがり，の発現機序の質的研究．ヤマハ発動機スポーツ振興財団（YMFS）スポーツチヤ
レンジ研究助成研究成果報告集，ｐｐ２４－３２．
．１ｺﾆＵＪ菫二(2008）‘あがり,の発現構造要因間の関係性の検討．ヤマハ発動機スポーツ振興財団（YMFS）ス
ポーツチャレンジ研究助成研究成果報告集，ｐｐ､33-39．
学外での教育的活動
（非常勤講師）
・広島大学総合科学部「健康スポーツ科学実験Ａ・実験法A」（前期）３コマ/１５コマを担当。
・広島国際大学工学部「生涯スポーツ理論・実技１」（後期）１５コマ/１５を担当。
・広島国際大学工学部「スポーツⅡ」（後期）１５コマ/１５を担当。
（技術補佐員）
・広島大学総合科学研究科（前期）
学外講演
・２/2２（2008年）,「ピークパフォーマンス発揮のためのメンタルトレーニング」（広島
大学体育会対象）講師
６１
